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対照テーブル
により管理

対照テーブルによる
管理は行わない

対照テーブル
により管理

※住基ネット、「番号」付番機関、ＩＤコード付番機関、情報連携機関の
関係については、今後、法制的な検討を行う。

リンクコードＰ

リンクコードＰ

マイ・ポータル

ＰＣ等

紐付
アカウント

専用回線

ＪＰＫＩに認証用途を付加する
改良を行い、認証用の電子証
明書を利用して認証する

リンクコード及び属性情報
はセキュリティ対策が施さ
れた閉域ネットワークでし
か流通しない

付番機関と情報連携基盤とで住民
票コードとＩＤコードを分けて管理

利用番号Ｂ

（ポータルサイトとの
マッチング終了後
速やかに消去）

（情報保有機関との
マッチング終了後
速やかに消去）

インターネットにリンクコードを
流通させない

「番号」と国民ＩＤの付番
ルートを分離し、「番号」
から容易にＩＤコードをた
どれないようにする

「番号」とＩＤコードの付番
ルートを分離し、「番号」
からＩＤコードにたどれな
いようにする

住民票コードから「番号」を乱数
により生成し、住民票コードに変
更があった場合等には、住民票
コードと「番号」の対照テーブル
により対応する

紐付
リンクコードＣ

情報保有機関Ｃ

リンクコードＣ

可逆暗号関数により生成

対照テーブルによる管理は行わない

リンクコード及び属性情報はセ
キュリティ対策が施された閉域
ネットワークでしか流通しない

※「番号」：社会保障と税に関する番号

「番号」と国民ＩＤの付番
ルートを分離し、「番号」
から容易にＩＤコードをた
どれないようにする

同一機関が「番号」とＩＤ
コードの両方を保持・管
理することがないように
する

同一機関が「番号」とＩＤ
コードの両方を保持・管
理することがないように
する

同一機関が「番号」とＩＤ
コードの両方を保持・管
理することがないように
する

ＩＤコードがネットワーク回線等から
外部に流出することは個人情報保
護の観点から避けるべきであること
から、「番号」とＩＤコードの間にリン
クコードを介在させ、（見えない）リ
ンクコードを用いた情報連携を行う

（情報保有機関との
マッチング終了後
速やかに消去）

（情報保有機関との
マッチング終了後
速やかに消去）

情報連携の都度、
情報連携基盤に
おいてリンクコー
ドをＩＤコードに遡
らせるとともに、Ｉ
Ｄコードからリン
クコードを発生さ
せることとし、対
照テーブルを持
たないメモリ上で生成し、

データベース上には
対照テーブルを
保持しない

メモリ上で生成し、一
時的な保持にとどめ、

データベース上には
対照テーブルを
保持しない

利用者
（個人）
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